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再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）
1,222世帯（－1）
2,555（－7）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和8年4月１日現在）

男：１，217（－6）
女：１，338（－1）

世帯
人口

みんなのフォトリレー
 第62回
みんなのフォトリレー
 第62回

中之島公園の桜中之島公園の桜
　中之島公園は春にな
ると桜がきれいに咲き、
やさしい色に包まれま
す。
　川のせせらぎを感じな
がら桜並木をゆっくりと
散歩でき、満開の時期に
は一面に広がる花びら
とても美しく、ベンチでく
つろぎながら気楽にお
花見も楽しめます。

谷口　三千代　さん

かえる また
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５月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求め
　ください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 6 月 1 日（月）

固定資産税（全期及び１期）

み　ち　よ

主
な
内
容
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「
わ
か
さ
の
保
健
医
療
を

「
わ
か
さ
の
保
健
医
療
を

�

考
え
る
集
い
」開
催

　

３
月

　

３
月
2222
日
（
日
）
に
「
令
和
７

日
（
日
）
に
「
令
和
７

年
度
わ
か
さ
の
保
健
医
療
を
考
え
る

年
度
わ
か
さ
の
保
健
医
療
を
考
え
る

集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　

じ
ゃ

ん
ぐ
る
の
澤　

晶
子
（
さ
わ　

あ
き

こ
）
代
表
を
お
招
き
し
、「
フ
レ
イ
ル

予
防
で
元
気
を
呼
ぼ
う
！
～
元
気

も
り
も
り
筋
力
ア
ッ
プ
！
～
」
と
題

し
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
高
齢
期
に
お
け
る

か
ら
だ
の
変
化
」
や
「
フ
レ
イ
ル
予

防
習
慣
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
大

き
く
影
響
を
与
え
る
こ
と
」
な
ど
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
高
齢
期
に
お
け
る
か
ら
だ
の
変
化

　

年
齢
を
重
ね
る
た
び
に
筋
肉
は
減

少
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
入
院
や
寝

た
き
り
状
態
に
な
る
と
、
１
日
で
１

年
分
の
筋
肉
が
減
少
し
て
し
ま
う
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

人
間
の
体
は
、全
身
の
筋
力
を
使
っ

て
姿
勢
を
保
っ
て
い
る
が
、
筋
力
が
低

下
し
て
く
る
こ
と
で
、
姿
勢
が
悪
く
な

り
、
転
倒
や
腰
痛
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
。
胸
を
張
り
背
筋
を
伸
ば
し
た
「
い

い
姿
勢
」
を
保
ち
、
転
倒
・
腰
痛
予

防
の
た
め
に
も
、
全
身
の
筋
肉
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

②�

フ
レ
イ
ル
予
防
の
カ
ギ
は
、

　
「
習
慣
化
！
」

　

運
動
や
社
会
参
加
を
無
理
の
な
い

範
囲
で
続
け
る
こ
と
が
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
へ
の
第
１
歩
と
な
る
。

「
１
日
30
回
足
を
あ
げ
る
運
動
を

す
る
」「
１
日
１
回
家
の
外
に
出
て
、

人
と
話
を
す
る
」
な
ど
習
慣
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
元
気
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
。「
た
ま
に
」
で

は
な
く「
い
つ
も
」の
習
慣
が
大
切
！

 ねんりんピック 2024 大会 PR のために 

じゃんぐるさんが作成された健康体操「咲花栄

（さかえ）」を、「ふるさと」の音楽に合わせて 

体験しました。 

◀
体
操
実
践
中

▲ 健康体操体験中

 

やっぱり若桜がええでなあ ～つながる未来編～ 

「フレイル予防のためのちょっと簡単にできるご飯」と題し、たん

ぱく質やカルシウムが豊富なさばの缶詰を使った炊き込みご飯

の紹介を行いました。身近な材料で簡単に作ることができるよう 

工夫を凝らした１品でした。    

フレイル予防に欠かせない「食事」！

栄養のあるものをしっかり摂り、元気で 

長生きできる体をつくりましょう！ 

（若桜町出身）（若桜町出身）
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▼上川町長も登場！！

▲澤晶子代表の講演



 

お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ　
よ
く
あ
る
お
問
合
せ

①�

お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
専
用
カ
ー
ド
が
届
く
の
は

い
つ
で
す
か
？

　

令
和
８
年
２
月
中
に
、
町
民
全
員
に
お
届
け

し
ま
し
た
。
カ
ー
ド
が
届
き
ま
し
た
ら
、
裏
面

の
記
載
を
よ
く
読
み
、
記
名
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
が
一
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
カ
ー

ド
が
届
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
役
場
企
画
政

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
出
生
・
転
入
の
方
に
は
、
カ
ー
ド
を

随
時
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

②�
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
す
か
？

　

役
場
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
に
は
、
カ
ー
ド
利
用

を
一
時
的
に
停
止
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の

後
も
カ
ー
ド
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、
役

場
企
画
政
策
課
に
お
い
て
再
発
行
い
た
し
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
繰
り
返
し
利
用
す
る
も
の
で
す
。

紛
失
・
破
棄
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③�

お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
な
い
と
支
払
い
に
使
え
な
い
で
す
か
？

　

お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
は
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
利
用

可
能
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
利
用

は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ　

カ
ー
ド
の
発
行
、行
政
ポ
イ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と

　
役
場
企
画
政
策
課　
☎（
82
）２
２
３
１

電
子
マ
ネ
ー
、ポ
イ
ン
ト
、加
盟
店
に
関
す
る
こ
と

　
若
桜
町
商
工
会　
　
☎（
82
）１
８
１
１

「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」
の
ポ
イ
ン
ト

「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」
の
ポ
イ
ン
ト

��

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

おにっこPayポイントの利用方法

①専用カードを持って、お店に行きます。

　おにっこPayカード

▲

②�「15,000 円分のポイント
　で支払います」と
　伝えましょう。

簡単２ステップで支払い完了です！

おにっこＰａｙ利用状況レポート
期間：令和８年３月２日～４月12日
　スタートキャンペーンとして町民全員に付与した15,000ポ
イントについては、

17,811,920ポイントが既に利用されました。
　付与したポイント全体の46％にあたります。
　また、おにっこＰａｙを一度でも利用された方は1,681名で、
　町民（有効会員数）の65％にあたります。
　今後も積極的にご利用ください。

　

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）
か
ら
、
デ
ジ
タ

　

令
和
８
年
３
月
２
日
（
月
）
か
ら
、
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨
「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」
が
始
ま
り

ル
地
域
通
貨
「
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
は
、
若
桜
町
内
の

ま
し
た
。
お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
は
、
若
桜
町
内
の

加
盟
店
の
み
で
支
払
い
が
で
き
る
電
子
マ
ネ
ー
・

加
盟
店
の
み
で
支
払
い
が
で
き
る
電
子
マ
ネ
ー
・

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

お
に
っ
こ
Ｐ
ａ
ｙ
の
開
始
を
記
念
し
て
、
町
民

全
員
に
１
５
，
０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
町

か
ら
付
与
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
使

用
期
限
は
、
令
和
８
年
９
月
30
日
（
水
）
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
が
失
効
し
な
い
よ
う
に
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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氏　名 理　由

森岡　幹太
（９年生）

第56回ジュニア陸上競技選手権大会　兼　
第56回U16陸上競技大会鳥取県予選会
U16男子円盤投げ　第１位

山根唯衣花
（７年生）

第47回中国中学校スキー選手権大会　アルペン競技
女子スラローム　第１位

中島　基稀
（８年生）

第47回中国中学校スキー選手権大会　クロスカントリー競技
男子クラシカル３㎞　第２位

中本　　然
（８年生）

第47回中国中学校スキー選手権大会　クロスカントリー競技
男子クラシカル３㎞　第３位

杉田　絢奈
（８年生）

第47回中国中学校スキー選手権大会　クロスカントリー競技
女子クラシカル３㎞　第１位　フリー３㎞　第１位

奈羅尾　碧
（８年生）

第47回中国中学校スキー選手権大会　クロスカントリー競技
女子クラシカル３㎞　第２位　フリー３㎞　第３位

氏　名 理　由

山本　昭子
平成18年に２級指導員資格を取得され、３級指導員の育成・協会会
員の指導にご尽力された。平成23年から10年間若桜町グラウンド・
ゴルフ協会の会長を務められるなど、長年にわたり、若桜町グラウ
ンド・ゴルフ協会の発展に貢献された。

（敬省略）

令和７年度若桜町スポーツ協会表彰
　３月23日（月）、若桜学園において、令和７年度若桜町スポーツ協会表彰式が
行われ、個人９名、団体１団体が受賞されました。
　受賞された皆さま、おめでとうございます！

 優秀指導者賞
（永年にわたり、選手の育成・強化につとめ、優秀な成果をあげ、本町スポーツ発展
のため顕著な功績のあった者）

 スポーツ賞（個人）
�（当該年度の全国大会または、県大会において他の範となる優秀な成績を収めた選手
または団体）
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氏　名 理　由

村尾　真優
（８年生）

第47回中国中学校スキー選手権大会　クロスカントリー競技
女子クラシカル３㎞　第５位　フリー３㎞　第４位

 スポーツ奨励賞（個人）
�（本町スポーツの振興のために成果をあげたと認められる個人または団体）

氏　名 理　由

大杉　優維
（６年生）

八頭郡春季ホープス卓球大会　優勝
八頭郡冬季ホープス卓球大会　優勝

 スポーツ敢闘賞（個人）
�（本町スポーツの振興のために成果をあげたと認められる個人または団体）

氏　名 理　由

WTC
（若桜卓球
クラブ）

第26回鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭　卓球競技　
八頭郡予選会（少年C）　優勝　（県大会出場）

 スポーツ敢闘賞（団体 ）
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第
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分
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太
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寛
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警
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哲
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消
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三
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達
矢

　

第
３
分
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消
火
班
長　

志
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栄
介

町
長
表
彰

　

功
労
章
（
勤
続
５
年
）　

　

第
１
分
団　
　

団　
　

員　

大
石　

敦
規

　

第
２
分
団　
　

団　
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桝
本　

裕
行

　
　
　
　
　
　
　

団　
　

員　

盛
本　

裕
貴

　

勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

　

第
１
分
団　
　

団　
　

員　

津
崎　

聖
基

　

第
３
分
団　
　

団　
　

員　

津
村　

幸
君

　

第
３
分
団　
　

団　
　

員　

片
山　

公
貴

　

第
４
分
団　
　

団　
　

員　

森
岡　
　

剛

　

感
謝
状
（
勤
続
５
年
以
上
の
退
団
者
）

　

第
４
分
団　
　

分
団
長　

木
地
谷　

諭

　
　
　
　
　
　
　

消
火
班
長　

岡
﨑　

晋
相

　

第
３
分
団　
　

消
火
班
長　

木
地
谷
祐
介

　

第
４
分
団　
　

団　
　

員　

山
本　

賢
一

鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
功
績
章
（
勤
務
成
績
優
秀
）

　

第
１
分
団　
　

分
団
長　

山
根　

典
明

　
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）

　

第
１
分
団　
　

分
団
長　

山
根　

典
明

　
　
　
　
　
　
　

副
分
団
長　

志
水　
　

仁

　

第
２
分
団　
　

警
備
班
長　

木
下　

雅
弘

　

第
４
分
団　
　

団　
　

員　

杉
本　

哲
也

�

（
Ｒ
８
．
２
．
６
時
点
）

鳥
取
県
知
事
表
彰

　

功
績
章
（
勤
続
25
年
、
勤
務
成
績
優
秀
）

　

第
４
分
団　
　

副
分
団
長　

太
田　

昌
祐

�

（
Ｒ
８
．
２
．
６
時
点
）

消
防
庁
長
官
表
彰

　

功
労
章
（
団
長
歴
10
年
相
当
）

　
　
　
　
　
　
　

団　
　

長　

谷
川　

充
弘

若桜町消防出初式若桜町消防出初式

▲�式典中の消防団員と若桜出張所職員

▲�防火パレード

▲一斉放水

　新年度恒例の若桜町消防出初式を４月５日（日）、消防団員・関係者など約60名参
加のもと、ふれあい広場で開催しました。
　式典では、辞令交付、表彰状・感謝状の贈呈をはじめ、消防団員の服装点検・車
輌点検を実施しました。
　その後、消防車による宿内防火パレード、続いて旧森林組合貯木場の土手では、今
年一年が火災や災害のない平穏な年となるようにとの願いを込め、八東川へ向かって一
斉放水を行いました。
　また、永年にわたり消防活動にご尽力いただいた皆さま、新しく入団された団員、
各受章者は、次のとおりです。（敬称略）
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「
日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
」
は
、
１
年
に
１
度
鳥
取
県
内

の
各
市
町
村
で
地
域
発
展
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
に
寄
与

し
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
貢
献
賞
は
、
吉
川
共
助
交
通
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
川
共
助
交
通
さ
ん
は
令
和
３
年
10
月
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
「
わ
あ
す
か
」
の
運
行
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
に
は
年
間
１
千
人
以
上
の
利
用
が
あ
り
、
地
域
住
民

の
足
と
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
文
化
功
労
賞
は
、

福
間
恋
色
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
福
間
さ
ん
は
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技

で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

７
年
１
月
に
氷
ノ
山
で
行
わ

れ
た
鳥
取
県
総
体
で
ク
ラ
シ

カ
ル
、
フ
リ
ー
競
技
の
２
冠

を
達
成
さ
れ
、
そ
の
他
大
会

で
も
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
一

層
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

�
（
企
画
政
策
課
） 

11
団
体
と

団
体
と
11
名
が
受
賞

名
が
受
賞

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
２
５

日
本
海
新
聞
ふ
る
さ
と
大
賞
２
０
２
５

３
月
13
日
金

　

鳥
取
大
学
医
学
部
の
杉
原
誉
明
先
生
を
お
招
き
し
、「
肝
臓
病

予
防
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
も
で
き
ち
ゃ
う
の
⁉
」
を
テ
ー
マ

に
、
肝
臓
病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
自
律
神
経
と
肝
臓
と
筋
肉
」
の
関
係
性
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
肝
臓
は
、
自
律
神
経
に
よ
っ
て
機
能

が
保
た
れ
て
い
る
が
、
ス
ト
レ
ス
等
が
原
因
で
負
担
が
か
か
り
、

肝
機
能
の
低
下
や
脂
肪
肝
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
う
た
め
、
肝

臓
病
予
防
の
た
め
に
も
定
期
的
な
休
息
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
教

わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
律
神
経
の
乱
れ
は
、
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
に
も
関
係
し

て
お
り
、
予
防
の
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
体
を
動
か
し
筋
肉
を
減
ら

さ
な
い
こ
と
、
い
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。�

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

肝
臓
病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！

肝
臓
病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！

２
月
27
日
金

▲�機械を使って自律神経に乱れがないか測定
をしたり、チェックリストを使って、自身
のストレス度を確認したりしました。

▲�（前列左から）福間恋色さん、吉川共助交通さん
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町
の
マ
ル
チ
タ
ス
ク
車
両
を
活
用
し
た
、
移
動
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

が
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
車
両
に
は
、
看
護
師
が
同
乗
し
て
患

者
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
訪
問
し
、
車
内
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
わ
か
さ

生
協
診
療
所
と
つ
な
ぎ
、
ビ
デ
オ
通
話
で
、
尾
坂
所
長
が
診
察
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
わ
か
さ
薬
局
の
大
野
薬
剤
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
服
薬
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
お
薬
は
、
後
日
郵
送
で
患
者
さ

ん
の
元
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
も
、
初
め
て
の
体
験
に
、
最
初
は
緊
張
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ビ
デ
オ
通
話
が
始
ま
る
と
、
徐
々
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子

で
受
け
答
え
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

移
動
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
、
わ
か
さ
生
協
診
療
所
に
定
期
通
院
さ
れ
て

い
る
、
症
状
が
安
定
し
て
い
て
、
医
師
が
認
め
た
方
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
わ
か
さ
生
協
診
療
所
（
８
２
‐
０
５
３
３
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

（
福
祉
保
健
課
）

移
動
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
ス
タ
ー
ト
！

移
動
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
ス
タ
ー
ト
！

４
月
３
日
金

▲診療所の様子。顔も声もハッキリわかります

▲看護師を乗せてマルチタスク車両が出発

▲さくら号（左）と若桜のんびりＧＯ（右）

▲鍵の贈呈（左から上川町長、
若桜グリスロ交通・竹内代表様）

若桜町ＨＰ

▲車内からわかさ生協診療所とビデオ通話

　

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成
を
目
指
し
、
地
域
住
民
の
日

常
生
活
に
お
け
る
交
通
を
担
う
新
た
な
移
動
手
段
や
観
光
の
二
次
交
通

と
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
く
低
速
で
安
全
な
『
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
（
通
称
：
グ
リ
ス
ロ
）』
の
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
、
若
桜
駅

前
に
て
、
関
係
者
に
よ
る
出
発
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

運
行
業
務
を
地
域
住
民
主
体
の
団
体
『
若
桜
グ
リ
ス
ロ
交
通
』、
車

両
管
理
を
『
観
光
タ
ク
シ
ー
（
株
）』
に
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て
い
た
だ
き
、

４
月
29
日
（
水
・
祝
）
か
ら
、
い
よ
い
よ
本
格
運
行
（
有
償
）
を
開

始
し
ま
す
。
皆
さ
ま
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
次
の
２
パ
タ
ー
ン
（
２
台
）
の
運
行
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
運
行
内
容
は
、
広

報
わ
か
さ
４
月
号
「
折
込
チ
ラ
シ
」
や
若
桜
町
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

①
周
遊
便
『
さ
く
ら
号
』

　

�　

若
桜
駅
を
起
点
と
し
、
若
桜
宿
内
の
決
め
ら
れ
た
運
行
ル
ー
ト

を
周
遊
し
ま
す
。
停
留
所
は
設
定
し
ま
せ
ん
の
で
、
運
行
ル
ー
ト

内
の
ど
こ
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。

　

②
デ
マ
ン
ド
便
『
若
桜
の
ん
び
り
Ｇ
Ｏ
』

　

�　

大
字
若
桜
・
三
倉
・
屋
堂
羅
・
浅
井
地
内
に
目
的
地
を
設
定
し
、

若
桜
駅
か
ら
目
的
地
ま
で
を
運
行
し
ま
す
。�

（
企
画
政
策
課
）

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
出
発
式
を

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
出
発
式
を

開
催
し
ま
し
た
！

開
催
し
ま
し
た
！

３
月
30
日
月
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わ
か
さ
こ
ど
も
園
の
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
10
名
の
園
児
が
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
園
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

名
前
を
呼
ば
れ
た
卒
園
児
た
ち
は
大
き
な
声
で
返
事
を
し
、
小
林

園
長
先
生
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
保
護
者

の
方
に
今
ま
で
の
お
礼
と

小
学
生
で
の
抱
負
を
伝
え

ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
言
葉
で
、
卒

園
ま
で
の
思
い
出
を
一
人

一
人
が
話
す
姿
に
、
保
護

者
の
方
が
、
わ
が
子
の
成

長
を
嬉
し
そ
う
に
見
守
る

中
、
卒
園
児
た
ち
の
卒
園

の
歌
が
会
場
を
温
か
く
包

み
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
も
、
お
友
達

や
上
級
生
と
仲
良
く
過
ご

し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
で
、
充
実
し
た
楽
し

い
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

わ
か
さ
こ
ど
も
園
卒
園
式

わ
か
さ
こ
ど
も
園
卒
園
式

３
月
24
日
火

　

晴
れ
渡
る
青
空
の
も
と
、
わ
か
さ
こ
ど
も
園
で
入
園
式
を
行
い
、

新
入
園
児
５
名
、
前
年
度
途
中
入
園
児
６
名
の
計
11
名
の
園
児
が
わ

か
さ
こ
ど
も
園
に
入
園
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
先
生
か
ら
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
元
気
よ
く
手

を
上
げ
て
「
は
い
！
」

と
大
き
な
返
事
が
式
場

に
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

と
一
緒
に
お
祝
い
の
歌

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
歌

を
み
ん
な
で
歌
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
元
気
よ
く
、

す
く
す
く
と
育
っ
て
い

く
姿
を
見
る
の
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
ね
。

�

（
わ
か
さ
こ
ど
も
園
）

わ
か
さ
こ
ど
も
園
入
園
式

わ
か
さ
こ
ど
も
園
入
園
式

４
月
６
日
月
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令
和
８
年
度
の
若
桜
学
園
の
入
学
式
が
４
月
９
日
（
木
）
に
さ
く
ら

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
名
の
新
入
生
は
、
４
年
生
の
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
と
手
を
繋
い
で
優
し
く
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ
、
そ
し
て
会
場

の
皆
さ
ん
の
多
く
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て
堂
々
と
入
場
し
ま
し
た
。
１

年
生
は
、
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
は
き
は
き
と
し
た
元
気
の

よ
い
返
事
で
答
え
、
若
桜
学
園
で
の
新
し
い
学
校
生
活
へ
の
大
き
な
一

歩
を
し
っ
か
り
と
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、
若
桜
学
園
で
は
学
習
を
通
し
て
ふ
る
さ
と
若
桜
に
つ

い
て
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
や
、
若
桜
で
し
か
で
き
な
い
た
く
さ
ん

の
体
験
を
し
て
い
く
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
４
月
末
に
行

わ
れ
る
全
校
遠
足
に
お
い
て
全
校
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
る
こ
と
も

話
さ
れ
、
１
年
生
は
わ
く
わ
く
し
た
表
情
で
最
後
ま
で
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
代
表
の
村
尾
真
優
さ
ん
は
、
学
園
生
活
を
楽
し
く

送
る
２
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
大
き
な
声
で
相
手
の
目
を
見
て
お
は
よ

う
、
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な
さ
い
が
言
え
る
と
周
り
の
人
も
気
持
ち

よ
く
過
ご
せ
る
こ
と
や
、
き
ま
り
や
時
間
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
話
さ
れ
、
一
緒
に
新
し
い
生
活
を
送
り
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思
い

出
が
作
れ
る
こ
と
の
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
迎
え
、
本
年
度
の
全
校
児
童
生
徒
は
１
０
３
名
と
な
り
ま

し
た
。
一
貫
校
な
ら
で
は
の
全
校
児
童
生
徒
が
し
っ
か
り
と
関
わ
れ
る

良
さ
を
生
か
し
、
学
園
で
の
生
活
が
充
実
で
き
ま
す
よ
う
地
域
全
体
で

支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。�

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

若
桜
学
園
入
学
式

若
桜
学
園
入
学
式    

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

４
月
９
日
木

　

３
月
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
山
根
千
代
子
さ
ん（
大
炊
）に
、
長
寿

の
お
祝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
町
か
ら
長
寿
祝
金
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

山
根
さ
ん
は
お
元
気
そ
う
な
ご
様
子
で
、
お
祝
い
で
同
席
さ
れ
た
ご

親
族
と
お
話
し
さ
れ
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

（
福
祉
保
健
課
）

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▶千代子さんへ記念品を贈呈しました
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皆
さ
ん
は
作
家
・
松
本
薫
さ
ん
を
ご
存

じ
で
す
か
？
米
子
市
在
住
で
、
日
野
三
部

作
と
さ
れ
る
「
天
の
蛍
︱
十
七
夜
物
語
」・

「
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
」・「
日
南
Ⅹ
」や
、市
民

シ
ネ
マ
と
し
て
映
画
化
さ
れ
た
「
梨
の
花

は
春
の
雪
」な
ど
の
作
者
で
、県
西
部
を
拠

点
に
ご
活
躍
の
郷
土
作
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
松
本
さ
ん
が
今
、
若
桜
鬼
ヶ
城

を
舞
台
と
す
る
小
説
を
執
筆
中
で
す
。
県

東
部
が
舞
台
と
な
る
の
は
初
で
す
。
そ
も

そ
も
の
ご
縁
は
、
文
化
情
報
誌
「
さ
ん
い

ん
キ
ラ
リ
」（
令
和
６
年
春
号
）の
「
オ
ト

ナ
の
キ
ラ
リ
旅
」
の
コ
ー
ナ
ー
の
取
材
で

若
桜
を
来
訪
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
若
桜
鉄

道
で
来
町
さ
れ
、カ
リ
ヤ
通
り
と
蔵
通
り
、

若
桜
神
社
と
江
嶋
神
社
、
落
折
と
不
動
院

岩
屋
堂
な
ど
若
桜
を
代
表
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
町
内
の
飲
食
店
や
特
産

品
事
業
者
を
丁
寧
に
取
材
し
、
若
桜
の
魅

力
を
幅
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
紀
行

文
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
観
光
情
報
と
し

て
も
秀
逸
な
も
の
で
す
。

　

掲
載
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
松
本
さ
ん

が
次
の
小
説
の
舞
台
と
し
て
若
桜
に
関
心

を
お
持
ち
だ
と
知
人
か
ら
伝
え
聞
き
、こ

れ
は
ア
タ
ッ
ク
す
る
し
か
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
た
だ
、
松
本
さ
ん
の
小
説
を
読
ん

だ
こ
と
の
な
い
私
は
、
ま
ず
は
読
ん
で
か

ら
と
、戦
国
期
の
江
尾
城
を
舞
台
に
尼
子・

毛
利
の
攻
防
を
描
い
た
「
天
の
蛍
」と
、大

正
か
ら
昭
和
初
期
に
中
央
文
壇
で
活
躍
し

た
日
野
町
出
身
の
文
豪
・
生
田
長
江

の
生
涯
を
描
い
た
最
新
作
「
火
口
に

立
つ
。」の
二
冊
を
立
て
続
け
に
読
み

ま
し
た
。
時
代
設
定
や
テ
ー
マ
は
異

な
る
も
の
の
、い
ず
れ
の
作
品
も
緻

密
な
取
材
に
裏
打
ち
さ
れ
た
リ
ア
リ

テ
ィ
と
、私
た
ち
と
等
身
大
の
生
身

の
人
間
を
描
き
つ
つ
、い
つ
の
間
に

か
壮
大
な
人
間
ド
ラ
マ
と
し
て
展
開

し
て
い
く
作
品
の
構
成
力
に
引
き
込

ま
れ
、
約
５
０
０
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
長

編
を
読
み
終
え
た
と
き
、じ
ん
わ
り

と
静
か
な
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
同

時
に
、
松
本
さ
ん
が
若
桜
を
ど
う
描
か
れ

る
の
か
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
９
月
に
鳥
取
市
内
で
開
催
さ

れ
た
松
本
さ
ん
の
講
演
会
を
聴
く
機
会
を

得
て
、終
了
後
、知
人
の
紹
介
に
よ
り
、カ

フェ
で
関
係
者
と
歓
談
中
の
松
本
さ
ん
を
訪

ね
、小
説
の
執
筆
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、快

く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、構
想
が
動
き
始

め
ま
し
た
。
何
度
か
打
合
せ
を
行
い
、小
説

の
テ
ー
マ
は
、明
治
の
大
火
を
乗
り
越
え
た

若
桜
宿
の
近
代
史
な
ど
い
く
つ
か
の
候
補
の

中
か
ら
、戦
国
期
の
若
桜
鬼
ヶ
城
に
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
令
和
７
年
３
月
定
例
会

で
関
連
予
算
を
議
決
い
た
だ
き
、事
業
が
正

式
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
若
桜
鬼
ヶ
城
に

関
す
る
現
存
資
料
は
少
な
い
で
す
が
、松
本

さ
ん
は
執
筆
に
向
け
５
日
間
滞
在
し
、町
内

を
ほ
ぼ
く
ま
な
く
回
っ
て
若
桜
の
土
地
や
自

然
、人
や
風
土
を

体
感
し
、郷
土
史

に
詳
し
い
方
々
か

ら
の
聞
取
り
な
ど

入
念
に
取
材
を

重
ね
、小
説
の
着

想
を
固
め
て
い
か

れ
た
よ
う
で
す
。

　

松
本
さ
ん
は
、

歴
史
小
説
を
書

く
時
は
、
英
雄

で
は
な
く
、時
代

の
荒
波
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
生
き
る
普
通
の
人

を
描
く
の
が
信
条
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
で
も
、尼
子
・
毛
利
・
織
田
の

攻
防
の
舞
台
と
な
っ
た
戦
国
期
の
鬼
ヶ
城

下
で
、城
主
が
交
代
し
て
も
し
た
た
か
に
生

き
抜
い
て
い
く
庶
民
の
様
子
を
生
き
生
き

と
描
い
て
い
ま
す
。ネ
タ
バ
レ
し
な
い
よ
う
、

こ
こ
ま
で
に
し
て
お
き
ま
す
。

　

執
筆
も
最
終
盤
を
迎
え
、３
月
下
旬
に

は
、「
さ
ん
い
ん
キ
ラ
リ
」の
取
材
で
ご
縁

の
あ
る
町
内
事
業
者
の
方
々
に
も
参
加
い

た
だ
い
て
、
松
本
さ
ん
を
囲
む
会
を
開
催

し
、
出
版
に
向
け
た
気
運
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
今
年
秋
に
は
若
桜
町
観
光
協
会
か

ら
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
。
松
本
さ
ん
の

小
説
を
通
し
て
若
桜
鬼
ヶ
城
の
魅
力
が
多

く
の
方
々
に
伝
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
完
成
を
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
。

町長発！〝がんばるトーク〟
町長　上川 元張

▲松本薫先生を囲む会
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令和８年度　自治会役員名簿
集落名 自治会長 公民館長 同和教育推進員 農業推進連絡員 保健委員 環境衛生委員

又は厚生部長
新 町 津崎　文義 山口由企夫 三島　義彦 山中　幹也 津崎　文義 山田　博之
山 田 町 山野　　元 藤原　啓司 小嶋　　薫 山根　　勝 森　あいり 森　あいり
上 町 渡邉　誠功 奈羅尾裕之 西本ひろ子 淵見　龍彦 君野　淳子 君野　淳子
中 町 岸本　有介 及川　耕来 及川　耕来 梶原　　明 － 高野須泰英
下 町 中島　康博 中尾　恵吾 中尾　恵吾 門村　　進 上川　佳己 山本　丈晴

西 町 岡本　大助 福田　慎一 福田　慎一�
茗荷　宏治

大坪　絹江�
西山　真路

諸寄　幸代�
大野かおる

諸寄　幸代�
大野かおる

農 人 町 山本　伸一 小林　　正 小林　　正 表　　利幸 西浦　妙子 盛田真佐治
三 倉 山根　宏明 盛田　　修 盛田　　修 盛田　栄一 盛田　栄一 盛田　栄一
上 高 野 岡田　正実 松本　功一 松本　功一 厨子　和江 福井　啓子 厨子貴美恵
高 野 中村　常義 田淵　秋彦 川上　卓也 川上　和彦 中村　吉美 岡本　雄治
浅 井 田中　修一 本家　和範 本家　和範 垣内　靖之 津村やよい 津村やよい
若 葉 団 地 垣内　　勉 西垣　　誠 山本　俊典 － 垣内　　勉 碇山　由佳
口屋堂羅(副) 田中　悌一 伊井野　勲 竹内　憲一 竹内　紀彦 三島　由美 竹内　憲一
屋堂羅(正) 三島　敏彦 伊井野　徹 三島　義博 伊井野　慎 三島　由美 三島　義博
寺 所 茗荷　主𠮷 茗荷　主𠮷 山本　　博 茗荷　　威 茗荷　綾子 茗荷　綾子
馬 場 中島　敬之 藤原　寛昭 藤原　博文 中島　敬之 藤原　信子 盛本　　實
あかまつ団地 片山　公貴 小林　伸吉 小林　伸吉 － 志水　栄介 志水　栄介
内 町 盛本　健一 山本　和真 山本　和真 山本　義紀 森木　節幸 森木　節幸
赤 松 中島　正人 中島　毅彦 中島　正人 大杉　政義 中島佐代子 中島佐代子
来 見 野 川戸　伸二 上川　重徳 上川　重徳 上川　重徳 大石　紀子 川戸　伸二
諸 鹿 森下　孝夫 垣谷　久雄 垣谷　久雄 垣谷　正義 大石とし子 森下　孝夫
香 田 小林　正樹 小林　俊一 淺井　真澄 西岡　良二 山根　佳子 浅井　淳二
長 砂 井川　文行 井川　文行 石田　信恵 小林　　誠 石田　信恵 小林　龍児
湯 原 嶋本　和昭 嶋本　和昭 武田　祐孝 竹本　義矩 岡田　光子 岡田　光子
渕 見 植嶋　荘司 植嶋　輝久 植嶋　荘司 植嶋　秀幸 植嶋由美子 植嶋由美子
茗 荷 谷 藤原　陽一 藤原　陽一 藤原　陽一 藤原　陽一 － 藤原　　栄
𣇃 米 奈羅尾祥幸 山根　裕治 山根　裕治 前住　道雄 前住総一郎 前住総一郎

大 炊 山根登代明 山根　由久 山根登代明 山根　由久（大炊）�
山根　保男（神直）

山根美由紀（大炊）�
山根　佳子（神直） 山根登代明

岸 野 青木　一憲 青木　利哲 青木　一憲 森本　恭行 森本　浩史 森本　浩史
糸 白 見 岡崎　浩一 秋元　雄之 秋元　雄之 前田かおる 山根　典明 山根　典明
根 安 中田　俊男 伊原　誠人 伊原　誠人 中嶋　昭宣 関本　真澄 岡﨑　哲弥

須 澄 福井　　脩 山根　栄真 福山　　薫 福井　　脩�
志水　賢一 川戸美友貴 川東　照美�

田中　敏子
岩 屋 堂 福家　浩徳 柿ヶ原良則 柿ヶ原良則 川口　恭司 山根　和恵 山根　和恵

吉 川 中嶋　忠篤 坂口　文人 坂口　文人 井口　学徳 井口　奈美�
吉田　香織

井口　奈美�
吉田　香織

栃 原 山本　安雄 山本勘次郎 山本粂十郎 門田　雅温 山本美和子 山本　徹也
中 原 中村　雅夫 永原　　聡 永原　　聡 永原　　聡 永原　春美 永原　春美
加 地 横田　孝司 小椋　光浩 平田　新悟 － 細川由紀子 小椋　　修

大 野 小林　光人 尾﨑キヨエ 釡本　香里 西本　正敏 西本　正敏（寺前）�
大川　壽徳（大野）

西本　正敏（寺前）�
大川　壽徳（大野）

小 船 木地谷真澄 田中　有悟 清水　雅恵 木地谷真澄 坂口　美里 清水　雅恵
※ 久 曽 木 － － － － － －
落 折 平家　裕一 平家　俊則 平家　俊則 平家　裕一 平家　　昇 平家　　昇
わかさあすなろ 鹿田　哲生
若桜さくらの郷 是枝　清一

１年間お世話になります

令和８年４月１日現在
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新
し
い
職
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

今
年
度
か
ら
新
規
採
用
職

員
と
し
て
福
祉
保
健
課
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
環
境
の
中
で
ま
だ

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
、

ご
不
便
等
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
一
生
懸
命
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

精
いっ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
新
規
採
用
職

員
と
し
て
、
福
祉
保
健
課
に

配
属
に
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
ご
不
便

等
お
か
け
し
ま
す
が
、
日
々

多
く
の
こ
と
を
学
び
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
、
そ
し
て
皆

様
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
と
な

れ
る
よ
う
精
一
杯
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

森
もりもと

本　美
み

佳
か

（包括支援センター　保健師）

花
はなふさ

房　愛
あい

菜
な

（保健センター　管理栄養士）

　

今
年
度
か
ら
新
規
採
用
職

員
と
し
て
、
町
民
課
に
配
属

と
な
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
か

ら
何
度
も
お
と
ず
れ
て
い
た

こ
の
若
桜
町
で
働
け
る
こ
と

に
と
て
も
喜
び
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
環
境
の
中

で
初
め
て
の
こ
と
も
多
く
、ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

沢
山
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
一
日
を
全
力
で
努
め
て
い

き
少
し
で
も
早
く
町
民
の
み

な
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
職
員

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
よ
り
経
済

産
業
課
で
お
世
話
に
な
り

ま
す
田
村
で
す
。

　

林
業
専
門
員
と
し
て

任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

若
桜
町
で
の
勤
務
は
2

回
目
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
御
意

見
や
御
要
望
を
伺
い
な
が

ら
、
若
桜
町
の
森
林
、
林

業
、
木
材
産
業
の
振
興
に

貢
献
す
る
よ
う
、
頑
張
り

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

田
た

口
ぐち

　結
ゆ い

惟
（町民課　主事）
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田
た

村
むら

　裕
ひろ

之
ゆき

（経済産業課　林業専門員）



新
し
い
監
査
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　

町
議
会
議
員
の
改
選
に
伴
い
、３

月
８
日
の
任
期
満
了
に
よ
り
議
会

選
出
の
監
査
委
員
の
梶
原
明
氏
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
任
と
し
て
、
山
根

典
明
氏
が
３
月
13
日
に
町
議
会
の

同
意
を
得
て
、
同
日
付
け
で
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
12
年
３
月
８
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

山根 典明 氏

退
任
の
挨
拶

�
若
桜
町
前
副
町
長　

川
戸　
伸
二

　

上
川
町
長
の
も
と
で
4
年
間
仕
事

を
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
就
任
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、

ト
ス
ク
の
撤
退
に
伴
う
買
い
物
環
境
の
整
備
、
わ
か
さ

生
協
診
療
所
の
存
続
が
最
優
先
事
項
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
民
の
暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
買
い
物
環
境
と

医
療
機
関
を
ど
う
し
て
も
失
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

特
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
買

い
物
環
境
整
備
対
策
室
を
設
置
し
一
早
く
公
設
民
営
を

決
め
ま
し
た
。
町
長
を
先
頭
に
土
地
と
駅
前
ビ
ル
の
取

得
や
財
源
確
保
の
た
め
関
係
者
や
関
係
機
関
へ
働
き
か

け
、
度
重
な
る
交
渉
等
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、

S
マ
ー
ト
誘
致
、フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
小
嶋
の
移
動
販
売
そ

し
て
若
桜
生
協
診
療
所
の
町
内
移
転
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
年
々
加
速
す
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
事
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
関
係
人
口
や
観

光
客
の
増
加
を
目
指
し
、
そ
の
受
け
皿
が
整
い
つ
つ
あ
り

ま
す
。「
経
済
の
循
環
が
町
民
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
」、

そ
ん
な
町
長
の
推
進
に
よ
り
町
が
活
気
づ
く
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

�

若
桜
町
副
町
長　

山
口
由
企
夫

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
野

山
に
は
新
し
い
芽
吹
き
が

見
え
は
じ
め
ま
し
た
。
こ

の
度
、
副
町
長
を
拝
命
し

職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、上
川
町
長
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
町
政
発
展
の
た
め
職
員
と
一

緒
に
な
り
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
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若
桜
学
園
教
職
員
人
事
異
動

令
和
７
年
度　

転
退
任 

（
転
任
校
等
）

令
和
８
年
度　

着
任 

（
前
任
校
）

副
校
長　

加
藤　

浩
志
（
退
職
）

教　
　

頭　

岩
城　

知
子
（
八
頭
町
立
郡
家
東
小
学
校
へ
）

教　
　

諭　

岩
永　

輝
也
（
鳥
取
市
立
青
谷
中
学
校
へ
）

教　
　

諭　

鎌
谷　
　

聖
（
退
職
）

教　
　

諭　

中
尾
加
奈
惠
（
八
頭
町
立
船
岡
小
学
校
へ
）

教　
　

諭　

澤
田　

尚
典
（
大
山
町
立
名
和
小
学
校
へ
）

教　
　

諭　

大
田　

莉
帆
（
八
頭
町
立
郡
家
東
小
学
校
へ
）

非
常
勤
講
師　

澤
田　

千
秋
（
任
用
終
了
）

非
常
勤
講
師　

中
島　

晴
美
（
智
頭
町
立
智
頭
小
学
校
へ
）

非
常
勤
講
師　

田
中　

浩
之
（
任
用
終
了
）

非
常
勤
講
師　

森
田
美
貴
子
（
智
頭
町
立
智
頭
中
学
校
へ
）

事
務
主
幹　

井
谷　

弘
美
（
智
頭
町
立
智
頭
中
学
校
へ
）

教　
　

頭　

松
井　

孝
子
（
智
頭
町
立
智
頭
小
学
校
よ
り
）

教　
　

頭　

伊
吹　
　

亮
（
鳥
取
市
立
中
ノ
郷
中
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

植
島　

直
生
（
八
頭
町
立
船
岡
小
学
校
よ
り
）　

教　
　

諭　

田
中　

慎
吾
（
北
栄
町
立
大
栄
中
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

徳
田　
　

翔
（
八
頭
町
立
郡
家
西
小
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

葉
狩
明
日
香
（
米
子
市
立
福
米
東
小
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

山
本　

亜
依
（
新
規
採
用
）

講　
　

師　

片
山　
　

壮
（
智
頭
町
立
智
頭
小
学
校
よ
り
）

非
常
勤
講
師　

中
島　

直
樹
（
鳥
取
県
立
青
谷
高
等
学
校
よ
り
）

事
務
主
幹　

福
田　
　

浩
（
鳥
取
市
立
醇
風
小
学
校
よ
り
）

学
校
図
書
指
導
員　

竹
本　

英
子
（
八
頭
町
立
八
東
小
学
校
よ
り
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

わ
か
さ
氷
ノ
山
夏
山
開
き
の
開
催
に
つ
い
て

わ
か
さ
氷
ノ
山
夏
山
開
き
の
開
催
に
つ
い
て

　

氷
ノ
山
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
を

告
げ
る「
わ
か
さ
氷
ノ
山
夏
山
開
き
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

氷
ノ
山
は
、
鳥
取
、
兵
庫
両
県
に

ま
た
が
る
日
本
二
百
名
山
の
１
つ
で

す
。
中
国
地
方
２
番
目
の
標
高
１
，

５
１
０
ｍ
の
山
頂
は
３
６
０
度
の
大

パ
ノ
ラ
マ
と
な
っ
て
お
り
、
晴
れ
た

日
に
は
日
本
海
か
ら
大
山
ま
で
見
渡

せ
ま
す
。
当
日
は
ブ
ナ
の
自
然
林
や

鳥
の
さ
え
ず
り
、
尾
根
か
ら
の
景
色

な
ど
氷
ノ
山
の
豊
か
な
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
登
山
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

お
問
い
合
わ
せ　
経
済
産
業
課
観
光
商
工
室

　
　
　
　
　
　
　
☎（
71
）１
３
１
３

○
日
時
：
５
月
31
日
（
日
）

○
場
所
：
氷
ノ
山
山
頂　
（
本
部
）
氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館 

響
の
森

○
主
な
内
容
（
予
定
）

　
・�
出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
（
若
桜
氷
ノ
山
樹
氷
太
鼓
の
会
に
よ
る
演
奏
）

　
・
山
頂
祭
（
神
事
・
玉
串
奉
天
）　
・
ガ
イ
ド
付
登
山

　
・
宍
粟
市
交
流
イ
ベ
ン
ト
　
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
氷
ノ
山
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
・
登
頂
証
明
書
の
配
付

▲一昨年の山頂祭の様子
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関
西
鳥
取
若
桜
会

植
樹
し
て
い
た
だ
い
た

桜
が
開
花
し
ま
し
た
！

　

関
西
鳥
取
若
桜
会
（
会
長
：
森
岡
明

彦
氏
）
は
、
ふ
る
さ
と
若
桜
町
の
春
を
町

の
木
「
桜
」で
彩
る
た
め
に
桜
募
金
を
募

集
し
、隔
年
で
桜
の
植
樹
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
若
桜
駅
や
わ
か
さ

こ
ど
も
園
、中
之
島
公
園
な
ど
で
植
樹
が

行
わ
れ
、当
初
植
樹
さ
れ
た
桜
は
今
年
も

開
花
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
桜
募
金
は
、
桜
の
手
入
れ
等
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
関
西
鳥
取
若
桜
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
14
年
に
関
西
在
住
の
若
桜
町
出
身
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

若
桜
町
を
応
援
し
て
い
く
た
め
に
多
く
の
方
に
ご
入
会
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
親
族
や
お
知
り
合
い
に
関
西
在
住
の
若
桜
町
出

身
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１　

（
82
）０
１
３
４

　
　
　
　
　

：kikaku@
tow

n.w
akasa.tottori.jp

▲中之島公園土手に植樹した桜

▲盛本ご夫妻に記念品を贈呈しました

～
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・

　
プ
ラ
チ
ナ
婚
該
当
者
の
皆
さ
ん

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

　

町
で
は
、
毎
年
結
婚
70
周
年

（
プ
ラ
チ
ナ
婚
）、
結
婚
60
周
年

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
）、
結
婚
50

周
年
（
金
婚
）を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
プ
ラ
チ
ナ

婚　

１
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚　

３
組
、金
婚　

８

組
の
計
12
組
か
ら
申
請

が
あ
り
、
皆
様
に
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

結
婚
70
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
盛
本
ご
夫
妻
（
西

町
）
は
と
て
も
お
元
気
で

大
変
仲
睦
ま
じ
い
ご
様

子
で
し
た
。
お
二
人
は

一
緒
に
畑
で
野
菜
を
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
収
穫
さ

れ
た
野
菜
は
こ
ど
も
園

の
給
食
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大
事
に
、

幸
せ
に
満
ち
溢
れ
た
生
活
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。
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令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て

「
若
桜
町
人
材
育
成
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て

　

若
桜
町
の
活
性
化
を
推
進
す
る

た
め
、
地
域
振
興
に
繋
が
る
個
人

及
び
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
若
桜
町
人
材

育
成
事
業
」
を
募
集
し
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

　

応
募
者
は
申
請
に
必
要
な
書
類

（
申
請
書
、
事
業
計
画
書
、
収
支

予
算
書
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
、
若
桜
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
若
桜
町
役
場
企
画
政

策
課
で
配
架
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　

若
桜
町
に
住
所
を
有
し
、
今
後

も
引
き
続
き
居
住
す
る
意
思
の
あ

る
者
。（
年
齢
は
問
わ
な
い
）

《
対
象
外
》

・�

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
を
主

た
る
目
的
と
す
る
団
体
、
暴

力
団
又
は
暴
力
団
員
の
統
制

の
下
に
あ
る
個
人
及
び
団
体
。

・
公
共
に
類
す
る
団
体
。

審
査
方
法

　

５
月
下
旬
に
審
査
会
を
開
催

し
、
応
募
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
事
業
の
選
考
を
行

い
ま
す
。

事
業
内
容

・�
人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
参
加

事
業

→�

研
修
へ
の
参
加
に
係
る
経
費
を

助
成

・�

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
主
催

事
業

→�

研
修
の
実
施
に
係
る
経
費
を
助

成
・�

グ
ル
ー
プ
活
動
・
村
お
こ
し
活

動
支
援
事
業

→�

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
や
町
内

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
係
る

経
費
を
助
成

募
集
期
限

　

４
月
24
日
（
金
）

　

～
５
月
15
日
（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

お
問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
１　

（
82
）０
１
３
４

　
　
　
　
　
　
　

：kikaku@
tow

n.w
akasa.tottori.jp

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

緑
の
募
金
事
業
交
付
金
の
公
募
に
つ
い
て

緑
の
募
金
事
業
交
付
金
の
公
募
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ　
（
公
社
）鳥
取
県
緑
化
推
進
委
員
会
若
桜
町
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
経
済
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
８　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
８

　

毎
年
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
緑
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

　

毎
年
、
多
く
の
み
な
さ
ま
に
緑
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
す
。

　
（
公
社
）
鳥
取
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
緑
の
募
金
か
ら
、
森
林
整

　
（
公
社
）
鳥
取
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
緑
の
募
金
か
ら
、
森
林
整

備
や
環
境
緑
化
事
業
の
実
施
を
希
望
す
る
団
体
へ
、
家
庭
募
金
・
学
校
募
金
・
街
頭
募
金
額
の

備
や
環
境
緑
化
事
業
の
実
施
を
希
望
す
る
団
体
へ
、
家
庭
募
金
・
学
校
募
金
・
街
頭
募
金
額
の

6060
％
を
上
限
予
算
に
、
募
金
事
業
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
５
月

％
を
上
限
予
算
に
、
募
金
事
業
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
５
月
2929
日日

（
金
）
ま
で
に
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
金
）
ま
で
に
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

１
．
実
施
期
間　
交
付
決
定
後
～
11
月

２
．
対
象
者　
若
桜
町
内
の
募
金
団
体

３
．
実
施
場
所　
森
林
、
学
校
、
公
園
、
公
共
施
設
等

４
．
対
象
事
業　
緑
化
の
推
進
、
森
林
整
備
を

目
的
と
す
る
活
動
（
植
樹
、
植
花
、
イ
ベ
ン
ト

時
の
苗
木
の
配
布
な
ど
）

５
．
対
象
経
費　
樹
木
の
植
栽
、花
木
等
の
植
栽
、

土
・
土
壌
改
良
剤
・
プ
ラ
ン
タ
ー
等
の
資
材

●
基
準
（
対
象
外
経
費
等
）

①�

緑
化
や
林
産
物
の
利
用
促
進
に
繋
が
ら
な
い
資

材
は
原
則
と
し
て
補
助
対
象
と
し
ま
せ
ん
。（
防

草
シ
ー
ト
、
除
草
剤
等
の
資
材
な
ど
。）

②�
緑
化
の
推
進
を
目
的
と
し
た
活
動
に
要
す
る

経
費
を
基
本
と
し
、
通
常
の
樹
木
の
管
理
・

育
成
の
み
を
目
的
と
し
た
施
肥
材
等
の
資
材

の
購
入
は
対
象
外
で
す
。

③�

植
栽
す
る
樹
木
は
苗
木
を
基
本
と
し
、
単
価

１
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
よ
う
な
も
の
は

原
則
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

④�

チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機
等
の
備
品
と
な
る
機

材
類
の
購
入
は
対
象
外
で
す
。

⑤�

ノ
コ
ギ
リ
、
な
た
等
の
購
入
は
当
該
活
動
に

必
要
な
最
小
限
の
も
の
と
し
、
極
力
活
動
に

参
加
す
る
地
域
住
民
等
か
ら
の
協
力
と
し
て

く
だ
さ
い
。

６
．
予
算
額　
若
桜
町
内
で
令
和
８
年
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
緑
の
募
金
の
う
ち
、
家
庭
募

金
・
学
校
募
金
・
街
頭
募
金
の
60
％
を
上
限
と

し
ま
す
。

７
．
留
意
事
項　
一
団
体
あ
た
り
の
交
付
金
額

に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
算
額
を
超
え
る

申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業
実
施
が
次
年
度
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

１
事
業
実
施
団
体
の
実
施
期
間
は
継
続
し
て

３
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

動
物
を
飼
う
際
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
確
認
し
、
動
物
の
愛

護
と
適
切
な
飼
い
方
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

動
物
の
習
性
等
を
正
し
く
理
解
し
、
飼
い
主
と
し
て
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　

�　

飼
う
前
に
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
理
解
し
、
健
康
・
安
全
に
気

を
配
り
、
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎�

人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

�　

糞
尿
や
毛
・
臭
い
な
ど
で
近
隣
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
公
共

の
場
所
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
に
危
害
を
加

え
る
こ
と
や
、
鳴
き
声
な
ど
で
近
隣
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

�　

野
良
猫
に
「
可
愛
い
か
ら
」「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と
無
責
任

に
え
さ
を
あ
げ
て
い
る
と
、
猫
が
増
え
続
け
、
近
隣
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
き
ち
ん
と
管
理
で
き
る
数
や
空
間
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
適

正
な
数
を
超
え
な
い
よ
う
、
野
良
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
町
民
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
３　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
３

　

不
燃
物
処
理
施
設
「
東
部
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
小
型
破

砕
ご
み
の
中
に
在
宅
用
の
医
療
廃
棄
物
の
混
入
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

医
療
系
廃
棄
物
の
廃
棄
は
、
収
集
や
仕
分
け
を
行
う
作
業
員
の
感
染
予

防
や
安
全
の
た
め
に
、
正
し
い
分
別
と
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
回
収
し
て
い
な
か
っ
た
在
宅
医
療
廃
棄
物
の
う
ち
、
鋭
利

で
は
な
い
も
の
（
バ
ッ
ク
類
、
チ
ュ
ー
ブ
類
な
ど
）に
つ
い
て
は
、
令
和

８
年
４
月
か
ら
は
「
可
燃
ご
み
」と
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
注
射
針
や
点
滴
針
な
ど
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機

関
や
薬
局
等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

～
在
宅
医
療
廃
棄
物
の

～
在
宅
医
療
廃
棄
物
の

　
　
　
廃
棄
方
法
に
つ
い
て
～

　
　
　
廃
棄
方
法
に
つ
い
て
～

お問い合わせ　町民課
　　☎（82）２２３３　IP ☎９（82）２２３３

〇可燃ごみとしてステーションで
　回収できるもの（鋭利ではないもの）

〇ステーションで回収できないもの
　（針など鋭利なもの）
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中
古
自
動
車
の
購
入
・
故
障
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

若
桜
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
電
話　
☎（
71
）０
８
２
２　
平
日 

９
時
～
16
時
ま
で

　
面
談　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
ド
リ
ー
ミ
ー
２
F　
毎
週
火
曜
日

事
例
１　

�

販
売
店
で
中
古
車
を
購
入
し
た
が
、
納
車
後
に
傷
が
多

数
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
無
償
で
修
理
し
て
ほ
し
い
。

事
例
２　

�

販
売
サ
イ
ト
で
見
つ
け
た
車
を
購
入
し
た
が
、
納
車
直

後
に
エ
ン
ジ
ン
に
不
具
合
が
起
き
た
。
返
品
で
き
る
か
。

ア
ド
バ
イ
ス

・�

中
古
車
は
新
車
と
違
い
、
機
器
が
あ
る
程
度
損
耗
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
消
費
者
が
車
の
状
態

を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
特
に
購
入
直
後
に
分
か
っ

た
不
具
合
に
対
し
て
、
そ
の
修
理
代
や
返
品
に
つ
い
て

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

・�

自
動
車
の
契
約
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
、

契
約
書
に
従
う
こ
と
に
な
り
、
解
約
を
申
し
出
て
も
断
ら
れ
た
り

不
具
合
に
対
し
て
有
償
修
理
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・�

契
約
す
る
と
き
は
、
価
格
だ
け
で
な
く
、
経
過
年
数
や
走
行
距
離
、

修
復
歴
、
解
約
の
条
件
や
保
証
制
度
の
有
無
な
ど
慎
重
に
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
購
入
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
て
い
ま
す

が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
実
際
試
乗
す
る
な
ど
現
物
を
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

困
っ
た
時
は
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

令
和
８
年
６
月
１
日
現
在
で
、「
令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス

‐
活
動
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す

べ
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
の

状
況
を
全
国
的
・
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
特
に
重
要
か
つ
大
規

模
な
統
計
調
査
で
、
町
内
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

　

調
査
票
は
、「
調
査
員
証
」を
身
に
付
け
た
調
査
員
が
お
伺

い
し
て
直
接
配
布
す
る
か
、
国
が
郵
送
し
ま
す
の
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。お

問
い
合
わ
せ　
企
画
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　
☎（
82
）２
２
３
１　
IP
☎
９（
82
）２
２
３
１

す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に

す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
に

経
済
セ
ン
サ
ス

経
済
セ
ン
サ
ス

－－
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
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お問い合わせお問い合わせ
農業委員会事務局　農業委員会事務局　
☎82-2236　IP ☎9-82-2238☎82-2236　IP ☎9-82-2238

◉農業委員会からのお知らせ 備えて安心！備えて安心！

　相続人は、不動産（土地・建物）を相続によって、取得したことを知った日から３年
以内に、相続登記をすることが法律上の義務になります。
　また、令和６年４月１日より前に相続した不動産についても、相続登記がされてい
ないものは、義務化の対象になりますのでご注意ください。
　なお、相続登記は令和９年３月31日までに登記する必要があります。
　相続登記についてご不明な点がありましたら、鳥取地方法務局や登記の専門家であ
る司法書士・司法書士会等にご相談ください。

　町では、公正で開かれた町政と町民参加のまちづくりを進めるため、情報公開制度を
設けています。
　若桜町情報公開条例に基づき、令和７年度の運用状況を公表します。

※�実施機関のうち、議会、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会及び固定
資産評価審査委員会に対する情報公開請求はありませんでした。

４月８日（水）に農業委員会総会を開催しました。

令和７年度若桜町情報公開制度の運用状況

相続登記相続登記 がが 義務化義務化されました。されました。

【報告事項】
　・公共事業の施工に伴う附帯施設設置に係る
　　農地転用変更報告書　　　　　　　　　　　　　１件
【審議事項】
　・農地法第５条第１項の規定による許可申請書　　１件
　・農用地利用集積等促進計画書の決定について　　３件

◆令和７年度　情報公開請求件数及び処理状況

実施機関 請求
処理区分 左に係る不服

申し立て開示 部分開示 不開示 不存在
町 １件 ０件 １件 ０件 ０件 ０件

子育て支援センター　遊びば
　（わかさこども園内）
　☎82-0011　IP☎ 9-82-0011
　　月～金曜日（祝祭日を除く）
　　９：30～ 15：30

遊びば
♪子育て支援センター♬

７日（木）　大きさ調べ
14日（木）　絵本の読み聞かせ
21日（木）　おもちゃづくり

５月の行事
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■　�

読
み
聞
か
せ� 



３
月
11
日

　

３
月
は
お
楽
し
み
会
と
し
て
、
大
型
絵
本
で
「
お
し
く

ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。
ま
ん
じ
ゅ

う
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
ろ
い
ろ
な
も
の
と
お
し
く
ら
ま

ん
じ
ゅ
う
す
る
場
面
で
は
、「
そ
ー
れ
」
と
子
ど
も
た
ち
が

掛
け
声
を
か
け
て
く
れ
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
大
型

絵
本
の
迫
力
は
子
ど
も
た
ち
を
と
り
こ
に
し
た
よ
う
で
す
。

　

次
に
、
紙
コ
ッ
プ
や
輪
ゴ
ム
を
使
っ
た
工
作
で
遊
ん
だ

り
、
紙
皿
で
コ
マ
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
親
の
手
を
借

り
ず
自
分
で
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
工
作
し
て
い
る
姿
に
、
一

年
間
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
お

菓
子
釣
り
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
お

目
当
て
の
お
菓
子
を
狙
い
ま
す

が
な
か
な
か
釣
れ
な
く
て
残
念

が
っ
た
り
喜
ん
で
大
騒
ぎ
し
た

り
す
る
子
ど
も
が
い
て
、
と
て

も
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
内
容
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
　
　

　
　
　    

��

ーー
  
希
望
・
虹

希
望
・
虹
  
ーー
　

ア
イ
リ
ス

ア
イ
リ
ス    

　　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー　
☎
＆

 （
82
）１
６
０
２

IP
☎ 

９（
82
）１
６
０
２

人
権
か
る
た

く
ら
し
ま
し
ょ
う　
み
ん
な
な
か
よ
く　
こ
の
町
で

▲コマづくり

▲大型絵本の読み聞かせ

▲お菓子釣り

■　�

健
康
づ
く
り� 



３
月
16
日

　

今
年
度
３
回
目
の
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
ゆ
っ
く
り
と
狙
い
を
さ
だ
め
て
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
い
き
ま

す
。
最
初
は
「
自
信
が
な
い
わ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
方
も
、

後
半
は
何
度
も
球
を
打
つ
軽
快
な
音
が
響
き
、
得
点
を
獲
得
し

て
い
ま
し
た
。「
楽
し
い
な
あ
♪
」
と

参
加
者
同
士
の
会
話
も
は
ず
み
「
名
前

の
通
り
球
を
打
つ
と
ス
カ
ッ
と
す
る
な

～
」
と
気
分
転
換
に
な
っ
た
様
子
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
顔
を
合
わ

せ
て
笑
い
合
う
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
だ

と
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
も
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
、
皆
さ

ん
と
健
康
づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
一
緒

に
盛
り
上
が
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▲狙いを定めて「エイッ !」

▲初めて参加しました

▲１位と２位です
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新　着　図　書

ほんほんのの

  ひろばひろばだよりだより

わかさ生涯学習情報館わかさ生涯学習情報館
	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　	 ☎ 82-6860　IP☎ 9-82-6860　 82-686182-6861
	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日	【開館時間】10:00～ 18:00【休館日】月曜日・祝日・毎月最終木曜日
	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間	【貸出冊数と期間】１人10冊まで、２週間

文　　　学 そ　の　他
・それでもまた誰かを好きになる 光文社文庫編集部 ・いつもの場所に今もあなたがいるようで 大森　あきこ
・ギアをあげて、風を鳴らして 平石　さなぎ ・あっという間にお金はなくなるから 佐藤　舞
・森羅記　　2 北方　謙三 ・見るだけでわかる！！英語ピクト図鑑 マーク
・あんと懐かしい人々 柴田　よしき ・解きたくなる数学 佐藤　雅彦
・レテの汀 雛倉　さりえ ・るるぶ函館五稜郭　　’27 JTB パブリッシング
・恋するブタハナ 額賀　澪 ・地面師ｖｓ．地面師 森　功
・山田太郎の話 水沢　秋生 ヤング・児童書・絵本
・退職クロスロード 安藤　祐介 ・鬼の花嫁　　1～ 5 クレハ
・ペンション・ワケアッテ 八木沢　里志 ・世界一まぎらわしい動物図鑑 今泉　忠明
・最恐ホラー 平山　夢明 ・はじめてのはたらくくるま 小賀野　実
・青天 若林　正恭 ・ばんざい！ぼくらのフシギ島 辻堂　ゆめ
・赤縄 知野　みさき ・青龍中学校オカルト探偵部 神永　学
・DANGER 村山　由佳 ・春に恋したねこ 刀根　里衣
・ビバリウム Ａｄｏ ・くろのしっぽ テス　トーマス
・教場Ω 長岡　弘樹 ・デコピンのとくべつないちにち 大谷　翔平
・サチコ 群　ようこ ・いるよ… 有田　奈央
・花蝶屋の三人娘　　4 有馬　美季子 郷　　　土
・憤怒の人 杉山　響子 ・命いっぱい 石田　信夫
・今日もぼーっと行ってきます 中島　京子 ・鳥取県市町村要覧　令和７年度 鳥取県市町村振興協会

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

5 月 の 予 定

●乳幼児対象読み聞かせ    （読み聞かせグループ「もこもこ」）

【日時】5月 21 日（木）10：30 ～　【場所】　情報館プレイルーム

●脳を元気にしよう「音読教室」  
【日時】5月 15 日（金）14：00 ～　【場所】　情報館会議室

■は休館日

『ずっとずっといっしょだよ』
� 宮西達也　作・絵
　ずっとひとりぼっち
だったティラノサウルスの
前に、ある日、空からプテ
ラノドンの女の子がまいお
りてきました。いっしょに
いたい・・・心温まる友
情物語。

こどもの読書週間　4月23日～5月12日　情報館オススメの本
『一年一組せんせいあのね ２』　
� 鹿島和夫　著

� ヨシタケシンスケ　絵
　鹿島和夫と担任した小学
校１年生たちとの、いわば
交換日記であった「あのね
帳」。こどもたちから生まれ
た生（なま）のことばが心を
ゆさぶります。
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お
問
い
合
わ
せ　
若
桜
町
公
民
館　
☎（
82
）１
５
８
４　
IP
☎
９（
82
）１
５
８
４

　
　
　
　
　
　
　
池
田
分
館　
　
　
☎（
83
）０
５
４
０　
IP
☎
９（
83
）０
５
４
０

公
民
館
ひ
ろ
ば

　

３
月
18
日
（
水
）、
若
桜
氷
ノ
山
寿
大
学
を
開
催
し
、
竹
山
流
津
軽

三
味
線
師
範
の
信
清
栄
月
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、「
津
軽
三
味

線
と
民
謡
の
魅
力
」
と
題
し
て
の
講
演
と
三
味
線
の
演
奏
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
45
名
の
受
講
生
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

会
場
内
は
、
繊
細
か
つ
迫
力
あ
る
音
色
が
会
場
の
隅
々
ま
で
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
三
味
線
の
音
色
を
間
近
で
聴
く
の
は
初
め
て
」
い
う
受
講
生
も
多

く
、
一
撥
（
ひ
と
ば
ち
）
奏
で
ら
れ
る
た
び
に
、
そ
の
力
強
く
も
繊
細

な
響
に
会
場
全
体
が
引
き
込
ま

れ
て
い
き
ま
し
た
。
信
清
さ
ん

は
、
楽
器
の
構
造
や
、
竹
山
流

の
特
色
に
つ
い
て
も
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
り
、
伝

統
芸
能
へ
の
理
解
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
盤
で
は
、
誰
も
が
聞
き
親

し
み
の
あ
る
民
謡
演
歌
が
演
奏

さ
れ
、
受
講
生
か
ら
は
「
胸
に

響
い
た
」「
初
め
て
生
で
聴
い

て
感
動
し
た
」
と
い
っ
た
感
嘆

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▲�元唄貝殻節を丁寧に演奏する信清さん

心
に
響
く
伝
統
の
調
べ

第
12
回
氷
ノ
山
寿
大
学

　
「
津
軽
三
味
線
と
民
謡
の
魅
力
！
」を
開
催

池
田
分
館
ふ
れ
あ
い
作
品
展

　

３
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）、
池
田

分
館
に
て
ふ
れ
あ
い
作
品
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
ど
の
作
品
も
、
手
仕
事
の
ぬ
く
も

り
あ
ふ
れ
る
秀
作
・
感
性
豊
か
な
力
作
ば

か
り
。
ま
た
、今
回
は
池
田
食
堂
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
同
日
開
催
し
、
た
く
さ
ん

の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出

展
者
や
店
主
と
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
花
が

咲
き
、
豊
か
な
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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くらしの情報

くらしの情報
　
八
頭
町
在
住
の
山

本
さ
ん
は
、
20
代
の

頃
か
ら
本
格
的
に
絵

を
描
き
始
め
、地
元・

鳥
取
の
自
然
を
描
く

こ
と
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
八
頭
町

の
原
風
景
や
大
山
な
ど
、
四
季
折
々
の
姿
を
見
せ

る
鳥
取
の
風
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
記
の
と
お
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日　
時
】�

５
月
23
日
（
土
）
～
６
月
21
日
（
日
）

９
時
～
17
時

【
休
館
日
】
月
曜
日

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
５
月
23
日
（
土
）
10
時
～

た
く
み
の
館
企
画
展

山
本
知さ
と
し司
油
彩
画
展

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
た
く
み
の
館

　
☎（
82
）０
５
８
３　
IP
☎
9（
82
）０
５
８
３

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
市
役
所
文
化
交
流
課

　
☎
０
８
５
７（
30
）８
０
２
１

　

 bunka@
city.tottori.lg.jp

催
　
　
し

第
65
回
麒
麟
の
ま
ち
鳥
取
市
美
術
展
　
開
催

　
麒
麟
の
ま
ち
鳥
取
市
美
術
展
は
、
１
９
６
２

年
の
誕
生
以
来
、
鳥
取
県
東
部
を
代
表
す
る
美

術
展
の
ひ
と
つ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
麒
麟
の
ま
ち
圏
域
の
出
品
者
に

よ
る
、
地
元
の
情
景
や
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ 雪のつくよね

郷
土
文
芸 　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

玄
関
で
い
つ
も
に
っ
こ
り
石
地
蔵	

生
き
る
た
め
飲
み
た
く
も
な
い
薬
飲
む	

�
川
上　
　

巧

寄
り
添
え
ば
潮
お
だ
や
か
に
満
ち
て
く
る

九
十
二
年
歩
み
続
け
る
一
歩
づ
つ　
　
　

�

車
井　

信
恵

薬
売
り
風
船
く
れ
て
う
れ
し
い
子

八
十
路
き
て
自
由
時
間
が
多
く
な
り　
　

�

中
田　

房
江

ス
キ
ッ
プ
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
春
の
靴

節
分
が
済
ん
だ
ら
鬼
も
リ
ス
ト
ラ
だ　
　

�

山
本　

延
子

春
愁
鏡
の
中
に
拡
散
す			


�

石
山
ヨ
シ
エ

桜
咲
き
鄙ひ
な
の
シ
ア
タ
ー
オ
ー
プ
ン
す	

	�


中
尾　

陽
子

読
み
聞
か
せ
の
児
童
の
笑
顔
う
ら
ら
け
し	

�

圓
井　

節
美

春
う
ら
ら
太
古
の
琵
琶
湖
船
で
ゆ
く	

	�


茗
荷　

恵
子

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

る
作
品
を
は
じ
め
、
多
彩
な
表
現
が
光
る
作
品

が
並
び
ま
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
イ
チ
オ
シ
作
品
投
票
の
企
画
も
行

い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
芸
術
文
化
に

触
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

【
と　
き
】�

５
月
31
日
（
日
）
～
６
月
７
日
（
日
）

９
時
～
17
時
（
会
期
中
無
休
・
入
場

無
料
）

【
と
こ
ろ
】�

鳥
取
県
立
博
物
館
（
鳥
取
市
東
町
二

丁
目
１
２
４
）

【
内　
容
】�

９
部
門
（
日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、

デ
ザ
イ
ン
、
写
真
、
彫
刻
、
工
芸
、

版
画
、
自
由
）
の
公
募
作
品
を
展
示

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

【
と　
き
】�

５
月
３
１
日
（
日
）
※
予
約
不
要

　
　
　　
　

�

10
時
30
分
～
版
画
／
洋
画
、
10
時
50

分
～
書
道
／
写
真
、
11
時
10
分
～
日

本
画
／
彫
刻
、
11
時
30
分
～
工
芸
／

デ
ザ
イ
ン
、
11
時
50
分
～
自
由

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
誰
で
も
気
軽
に
ア
ー
ト
体
験
が
で
き
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。　
※
参
加
無
料

◇
私
の
イ
チ
オ
シ
作
品
投
票

　
観
覧
者
投
票
で
得
票
数
の
一
番
多
い
作
品
を

「
私
の
イ
チ
オ
シ
作
品
」
に
決
定
。

　
詳
し
く
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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くらしの情報
鳥
取
市
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

ひ
き
こ
も
り
に
至
る
経
過
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

い
く
つ
か
の
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
同
士
で
学
習
や
交

流
を
通
し
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

【
対　
象
】�

ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
方
の
家
族

（
ご
本
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

【
場　
所
】�

さ
わ
や
か
会
館
3
階　
第
２
研
修
室

（
鳥
取
市
富
安
二
丁
目
96
）

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（
ゲ
ー
ム
）

等
専
門
相
談

【
対　
象
】�
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
の
問
題
で
お
困
り
の
方

　
　
　
　　

�
ご
本
人
、
ご
家
族
だ
け
で
は
な
く
関

係
者
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

【
日　
時
】�

左
記
の
と
お
り　
15
時
か
ら
16
時
ま

で
（
一
人
30
分
）　
※
予
約
制

お
知
ら
せ

開催日
（令和８年度） 内容（テーマ）

５月19日
（火）

「ひきこもり体験者の気持ちを知る」
　ＤＶＤ上映　他

６月16日
（火）

「家族の関わり方と役割について」
　講師　とっとりひきこもり生活支援センター
　　　　所長　山本　恵子　氏

７月21日
（火）

「ひきこもりからの回復」
　DVD上映　他

８月18日
（火）

「本人支援について」
　講師　とっとりひきこもり生活支援センター職員

９月15日
（火）

「将来に備えて知っておきたいこと（制度説明
等）」
　講師　各関係機関の職員

※予約不要
※個別相談にも応じます
　（要予約）平日　8：30～ 17：15

開催日

５月８日（金）

６月13日（土）

７月10日（金）

８月14日（金）

９月11日（金）

【
日　
程
】�

開
催
日
は
上
記

の
と
お
り　
10

時
00
分
～
12
時

00
分

【
内　
容
】�

ミ
ニ
講
義
（
又

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
）
及
び
近
況

報
告

JR 鳥取駅

●
イ
オ
ン
鳥
取
店

県民ふれあい会館
●

鳥取市役所
駅南庁舎

高齢者福祉センター●

●新日本海　新聞社

●第一地方
　合同庁舎さざんか会館

さわやか会館

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
市
保
健
所　
保
健
医
療
課

　
心
の
健
康
支
援
室

　
☎
０
８
５
７（
22
）５
６
１
６

鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭
に

よ
る
「
出
張
お
仕
事
相
談
会
」（
無
料
）

【
日　
時
】�

5
月
21
日
（
木
）
13
時
00
分
～
14
時

30
分
（
最
終
受
付
14
時
）

　
　
　　
　
※
事
前
申
込
不
要

【
場
所
】
わ
か
さ
生
涯
学
習
情
報
館　
会
議
室

【
内
容
】�

鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭

相
　
　
談

【
場　
所
】�

さ
わ
や
か
会
館
3
階　
第
１
研
修
室

（
鳥
取
市
富
安
2
丁
目
96
）

【
相
談
担
当
】

　

�

鳥
取
県
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
・
薬
物
・
ギ
ャ

ン
ブ
ル
等
依
存
症
支
援
拠
点
機
関　

　
　
渡
辺
病
院　

　
　
　
偶
数
月
：

　
　
　
　
精
神
科
医
師
（
副
院
長
）

　
　
　
　
　
山
下　
陽
三　
先
生

　
　
　
　
精
神
科
看
護
師（
相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　
　
　
　
山
根　
朗さ
え
り吏　
氏

　
　
　
奇
数
月
：

　
　
　
　
精
神
科
認
定
看
護
師

　
　
　
　
　
（
相
談
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　
　
　
　
林　
敏
昭　
氏

【
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
市
保
健
所
保
健
医
療
課

　
心
の
健
康
支
援
室

　
☎
０
８
５
７（
22
）５
６
１
６
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くらしの情報

【
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
７
（
24
）
２
７
４
４

司
法
書
士
に
よ
る
「
無
料
法
律
相
談
」

障
が
い
者
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

【
日
時
】
５
月
19
日
（
火
）
16
時
～
18
時

　
　
　　
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

【
場
所
】
鳥
取
県
県
立
図
書
館　
２
階
小
研
修
室

【
内
容
】�

相
続
、
不
動
産
登
記
、
会
社・法
人
登
記
、

成
年
後
見
、
多
重
責
務
等　
等

　
こ
れ
ま
で
毎
月
第
２
木
曜
日
の
午
前
中
に
実
施

し
て
い
た
相
談
支
援
事
業
所
に
よ
る
「
障
が
い
者

相
談
会
」
に
つ
い
て
は
、
４
月
よ
り
実
施
方
法
を

変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に
開
催
し
て

い
た
相
談
会
を
廃
止
と
し
、
電
話
に
て
随
時
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
相

談
員
が
ご
自
宅
等
を
訪
問
す
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に

あ
っ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
左
記
電
話
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
７
（
24
）
７
０
２
４

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
サ
マ
ー
ハ
ウ
ス

　
☎
０
８
５
７
（
36
）
１
１
５
１

　
み
ん
な
の
家

　
☎
０
８
５
７
（
30
）
７
６
７
７

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
役
場
経
済
産
業
課
観
光
商
工
室

　
☎（
71
）１
３
１
３　
IP
☎
９（
71
）１
３
１
３

　

（
71
）１
３
１
３

　

 keizai@
tow
n.w
akasa.tottori.jp

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
鳥
取
県
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
頭

　
（
国
）☎
０
８
５
８（
76
）７
０
７
６

　
（
県
）☎
０
８
５
８（
72
）３
９
８
６

鳥
取
県
行
政
書
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
政
書
士
無
料
相
談
会

【
日
時
】
①
５
月
９
日
（
土
）
10
時
～
14
時

　
　　
　
　
※
要
予
約
（
１
人
30
分
程
度
）

　
　　
　
②
６
月
７
日
（
日
）
10
時
～
15
時

　
　　
　
　
※
要
予
約

【
会
場
】
①�

鳥
取
市
立
中
央
図
書
館　
２
階

　
　　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　　
　
②�

鳥
取
市
立
気
高
図
書
館　
２
階

　
　　
　
　
会
議
室

【
内
容
】�

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転
用
、

の
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
職

業
紹
介
、
職
業
相
談
、
職
業
適
性
診
断

な
ど
（
雇
用
保
険
失
業
給
付
の
求
職
活

動
実
績
に
な
り
ま
す
。

許
認
可
申
請
、
契
約
・
な
ど

外
国
人
無
料
相
談
会

【
日
時
】
５
月
13
日
（
水
）
10
時
～
12
時

　
　　
　
※
要
予
約

【
会
場
】
鳥
取
市
立
図
書
館　
２
階

【
内
容
】�

在
留
資
格
、
仕
事
、
国
際
結
婚
の
こ
と
、

そ
の
他

　
　　
　
※
日
本
人
の
相
談
も
可

　
　　
　
※
英
語
・
中
国
語
対
応
可

「
因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
」実
行
委
員
募
集

教
育
委
員
会
所
管
施
設

春
の
大
型
連
休
中
の
休
館
日
等
の
お
知
ら
せ

　
因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
の
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
！
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

方
、
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
実
行
委
員
を
し

ま
せ
ん
か
？

【
締
切
】
５
月
15
日
（
金
）

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

募
　
　
集

施設名 休館状況等
若桜町公民館・池田分館 5/2（土）～ 5/6（水）

わかさ温水プール
4/28（火）、5/3（日）、
5/5（火）
※�５/4（月）は中学生以

下を対象に無料開放
第１町民体育館・
第２町民体育館
ふれあい広場屋内運動場
ゆうゆうわかさ

5/2（土）～ 5/6（水）

わかさ生涯学習情報館
4/29（水）、4/30

（木）、5/3（日）～
5/6（水）

若桜郷土文化の里 ５/7（木）
八幡広場グラウンド・
ゴルフコース

※ 5/2（土）～ 5/6
（水）は無料開放

※�教育委員会事務局・ふれあい交流センター
は土日・祝日は休み
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くらしの情報

募 集 科 ものづくりCAD・CAM科 電気設備技術科

修了後の
職　　種

工作機械オペレーター、
ＣＡＤオペレーター、機械・

金属加工、設計事務など

電気工事士、ビル施設管理、
配電盤・制御盤等組立、消防

設備士など

募集期間 ５月14日（木）～６月15日（月）

訓練期間 ７月１日（水）～ 12月24日（木）　【６か月】

定　　員 各科　15名

応募方法 受講申込書をハローワークへ提出

選 考 日 ６月19日（金） ＜筆記・面接＞

【
教
室
参
加
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば
（
鳥
取
市
伏
野
２
２
２
０
）

　
　
☎
０
８
５
７
（
59
）
６
０
２
６

　
　
開
館
時
間　
10
時
～
16
時

　
　
休　
館　
日　

�

月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
翌
平
日
）

　
　
参
加
申
込　

�

５
月
1
日
（
金
）
よ
り
受

付
（
先
着
順
）

内　容 日　時 定員 費用

Ｔシャツ布ぞうり ５月８日（金）
10：00～15：00 ８人 100円

お薬手帳ケース
（マイバッグ）

５月13日（水）
10：00～12：00 ５人 100円

木工
（置物　菖蒲の花）

５月15日（金）
10：00～12：00 ５人 100円

PP バンドのかご作り
（模様編み）

５月19日（火）
10：00～15：00 ８人 無料

小石の
コースター

５月22日（金）
10：00～12：00 ８人 100円

リ
フ
ァ
ー
レ
ン
い
な
ば

※�
各
教
室
内
容
に
よ
り
、
布
等
の
材
料
を
ご
持
参
頂
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

上
記
以
外
の
体
験
講
座
や
、
出
張
講
座
も
行
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

６
月
７
日
（
日
）
第
30
回
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催

　

�

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
５
月
８
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）（
休
館
日
を
除
く
）

〈
５
月
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〉

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

も
の
づ
く
り
の
技
術
を
学
び
、

自
身
の
可
能
性
を
広
げ
ま
せ
ん
か
！

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

　
☎
０
８
５
７
（
23
）
２
０
２
１

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鳥
取

　
☎
０
８
５
７
（
52
）
８
８
０
２

受講料無料
（テキスト代は実費）

ポリテクセンター鳥取／７月入所生
施設見学会はこちら▶

有料広告募集中
・広告の大きさ　縦50mm × 横80mm
　（この枠と同じ大きさです。）
・掲載料　4,000 ～ 5,000円／月
　（掲載期間により異なります。）
詳しくは企画政策課へお問い合わせくださ
い。

【お問い合わせ】
企画政策課　☎ 82-2231 IP ☎ 9-82-2231

有　料　広　告戸
窓
口

籍の

※
４
月
８
日
届
出
分
ま
で

香典返し
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中　

町　

福
井　

世せ

な凪
ち
ゃ
ん

�

久
登
さ
ん
・
睦
生
さ
ん
の
男
の
子

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

西　

町　

厨
子　

隆
司
さ
ん�

88
歳

新　

町　

熊
田　

弘
嗣
さ
ん�

87
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

若
桜
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

落　

折　

平
家　

浩
二
さ
ん　
父
潔
さ
ん

西　

町　

重
森　

静
惠
さ
ん　
夫
貞
紀
さ
ん

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。
※４月８日届出分まで
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5
2026

発
行
日 
令
和
８
年
4
月
24
日

｜
編
集
・
発
行
｜ 

若
桜
町
役
場
企
画
政
策
課

〒
6
8
0-

0
7
9
2 

鳥
取
県
八
頭
郡
若
桜
町
大
字
若
桜
8
0
1-

5

T
E
L 

0
8
5
8（
82
）2
2
3
１

F
A
X 

0
8
5
8（
82
）0
1
3
4

再生紙を
使用して
います。

人口と世帯数（対前月増減）

1,222世帯（－1）

2,555（－7）

住民基本台帳に記載された外国人を含む
（令和8年4月１日現在）

男：１，217（－6）
女：１，338（－1）

世帯
人口

みんなのフォトリレー
 第62回
みんなのフォトリレー
 第62回

中之島公園の桜中之島公園の桜
　中之島公園は春にな
ると桜がきれいに咲き、
やさしい色に包まれま
す。
　川のせせらぎを感じな
がら桜並木をゆっくりと
散歩でき、満開の時期に
は一面に広がる花びら
とても美しく、ベンチでく
つろぎながら気楽にお
花見も楽しめます。

谷口　三千代　さん

かえる また

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
出
発
式

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
出
発
式

2026年
5 月

号

５月の税金・保険料

※たばこは若桜町内でお買い求め
　ください。
   （若桜町の税収となります）

［納期限］ 6 月 1 日（月）

固定資産税（全期及び１期）

み　ち　よ

みんなで乗ろうみんなで乗ろう
� 若桜鉄道� 若桜鉄道

日　付 行事名 時　間 場　所

5/7（木） 乳幼児健診 12:45～受付 保健センター

5/12（火）

人権相談 9 :00～11:00 ドリーミー

行政相談 9 :00～11:00 ドリーミー

消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー

法律相談 13:30～16:00 ドリーミー

5/19（火）消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー

5/20（水）虹のカフェ 13:30～15:00 保健センター

5/26（火）消費生活相談 9 :00～16:00 ドリーミー

5/31（日）わかさ氷ノ山夏山開き 9 :00～ 氷ノ山山頂・響の森
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